
表１　森林面積           　　　  　 　　　　　（単位：ha）

　 　区　 　 　分 森 林 面 積 森林整備面積

　　　総　　　数 　　　　　　３，９３３ 　　　　　　　　５８８

富 士 宮 市 有 林 　　　　　　　　２９０ 　　　　　　　　　５７

財 産 区 有 林 　　　　　　　　３１３ 　　　　　　　　　３２

国 有 林 　　　　　　３，３３０ 　　　　　　　　４９９

注） 森林整備面積は、次項の森林整備事業等のうち間伐等の

実施面積で ある。

国有林の森林面積には分収育林及び分収造林は含まな い

ものとする。

静
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
24
年
2

月
10
日
に
富
士
宮
市
、
富
士
宮
市
上
井
出

財
産
区
、
静
岡
県
富
士
農
林
事
務
所
の
4

者
で
「
富
士
山
西
麓
地
域
森
林
整
備
推
進

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
署
で
は
初
め
て
の
取
組
と
な
っ
た
協

定
の
内
容
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
締
結
に
至
っ
た
背
景

今
回
の
協
定
は
、
平
成
22
年
9
月
に
静

岡
県
知
事
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研

究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
関
東
整
備

局
長
、
関
東
森
林
管
理
局
長
の
3
者
で
交

わ
し
た
「
ふ
じ
の
く
に
静
岡
の
森
林
・
林

業
の
再
生
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

こ
の
覚
書
は
、
ふ
じ
の
く
に
静
岡
の
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て
、

１

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
や
効
率
的
な
路
網
の
整
備
等
に
よ

り
、
利
用
間
伐
を
促
進
し
、
木
材
安

定
供
給
体
制
の
確
立
を
目
指
す
と
と

も
に
、

２

森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
十
分

に
発
揮
さ
せ
、
そ
れ
を
将
来
に
継
承

し
て
い
く
た
め
、
針
広
混
交
林
化
や

長
伐
期
化
、
シ
カ
等
野
生
動
物
被
害

対
策
な
ど
の
森
林
の
整
備
・
保
全
に

取
り
組
み
、
多
様
で
豊
か
な
森
林
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
富
士
山
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で

未
利
用
だ
っ
た
国
有
林
の
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ

の
人
工
林
で
景
観
に
配
慮
し
た
間
伐
を
実

施
し
、
山
土
場
で
製
紙
用
チ
ッ
プ
材
な
ど

と
し
て
販
売
し
て
お
り
、
今
後
、
民
有
林

の
林
地
残
材
も
含
め
て
、
供
給
量
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
地
域
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生

息
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
立
木
の
剥
皮
被

害
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
有
林

と
国
有
林
が
連
携
し
て
被
害
防
止
対
策
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
該
地
域
は
富
士
山
世
界
文

化
遺
産
の
申
請
区
域
に
入
っ
て
お
り
、
森

林
景
観
の
整
備
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
協
定
の
内
容

協
定
で
は
、
富
士
山
西
麓
地
域
の
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
、
民
有
林
・
国
有
林

が
相
互
に
連
携
、
協
力
し
て
取
り
組
む
た

め
、
森
林
の
整
備
に
関
す
る
事
業
、
木
材

の
安
定
的
供
給
に
関
す
る
事
項
及
び
シ
カ

等
の
野
生
動
物
被
害
対
策
等
を
定
め
、
協

定
者
が
連
携
し
て
安
定
的
か
つ
効
率
的
な

林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
と
森
林
施
業
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

実
施
計
画
の
対
象
と
す
る
森
林
面
積

実
施
計
画
の
対
象
と
な
る
協
定
対
象
地

域
の
森
林
面
積
は
、
３
，
９
３
３
㌶
、
う

ち
本
協
定
に
基
づ
き
森
林
整
備
を
行
う
面

積
は
、
５
８
８
㌶
と
し
て
い
ま
す
。
（
表

１
参
照
）

平成２４年５月８日 関 東 森 林 管 理 局 第９８号（２）
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表２　森林整備事業等

区          分 間　伐　等 木 材 生 産 路 網 整 備

　　　　　（ｈａ） 　　　　　　　　（?） 　　　　　　　　　（ｍ）

     総      数 　　　　 ５８８ 　　　 　３４，３９４ 　　８６０（６，５６２）

富 士 宮 市 有 林 　　　　 　５７ 　　　　 　１，８１９ 　　　　　　　　６６０

財 産 区 有 林 　　　 　　３２ 　　　 　　２，１００ ―

国 有 林 　　　 　４９９ 　　　 　３０，４７５ 　　２００（６，５６２）

注） 間伐等とは、利用間伐、保育間伐、本数調整伐を含むものとする。

路網整備の（　）書は、外書で改良によるものとする。

２

実
施
す
る
事
業

本
協
定
に
基
づ
き
、
協
定
期
間
（
平
成

24
年
2
月
～
28
年
3
月
）
で
予
定
し
て
い

る
主
な
森
林
整
備
事
業
は
、
表
２
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
事
業
量
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

中
期
的
な
視
点
を
確
保
す
る
た
め
、
民
有

林
の
富
士
地
域
森
林
計
画
及
び
国
有
林
の

地
域
別
の
森
林
計
画
（
富
士
森
林
計
画
区
）

の
期
間
（
平
成
33
年
3
月
末
）
の
う
ち
5

年
間
の
見
込
み
数
量
と
し
て
い
ま
す
。

本
協
定
期
間
以
降
に
つ
い
て
は
、
本
協
定

の
更
新
に
関
す
る
協
議
と
併
せ
て
、
決
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３

協
定
の
ポ
イ
ン
ト

(

１
）

間
伐
材
等
の
安
定
供
給

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
、
現
地

に
適
合
し
、
か
つ
、
利
用
可
能
な
間
伐
材

を
低
コ
ス
ト
で
搬
出
で
き
る
作
業
シ
ス
テ

ム
の
検
討
及
び
導
入
を
推
進
し
、
作
業
の

効
率
化
及
び
連
携
し
た
出
荷
に
よ
り
木
材

の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
当
地

域
の
国
有
林
で
は
平
成
24
年
度
に
は
１
１

７
㌶
の
間
伐
と
２
，
９
５
０
㎥
の
木
材
生

産
を
行
う
予
定
で
す
。

(

２)

低
質
材
の
利
用
拡
大

林
地
残
材
及
び
被
害
木
等
の
低
質
材
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
連
絡
調

整
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
当
地
域
の
国
有
林
で
は
、
平
成
24

年
度
に
は
、
１
，
３
５
０
㎥
の
ウ
ラ
ジ
ロ

モ
ミ
間
伐
材
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

(

３)

高
性
能
林
業
機
械
の
利
用
促
進

緩
傾
斜
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
特

に
作
業
路
網
の
整
備
と
併
せ
た
高
性
能
林

業
機
械
等
に
つ
い
て
、
相
互
で
利
用
の
促

進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

(

４)

シ
カ
等
野
生
動
物
の
被
害
対
策
へ

の
取
組

・
シ
カ
被
害
防
止
対
策
に
係
る
既
設
の
協

議
会
等
と
の
連
絡
調
整
を
図
り
、
被
害

防
止
対
策
を
進
め
る
。

・
シ
カ
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
必
要

に
応
じ
、
連
絡
会
議
等
を
開
催
し
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
被
害
防
止
対
策
の

検
討
を
行
う
。

・
シ
カ
被
害
防
止
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
協
定
区
域
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

区
域
外
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
等
と
連

絡
調
整
を
図
り
進
め
る
。

既
に
3
月
に
は
、
連
携
し
て
、
く
く
り

ワ
ナ
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

協
定
内
容
の
具
体
化
は
平
成
24
年
度
か

ら
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
が
、
民
有
林
・

国
有
林
を
通
じ
て
の
低
質
材
の
有
効
活
用

や
シ
ス
テ
ム
販
売
等
に
よ
る
木
材
の
安
定

供
給
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
、
富
士
山
の

豊
か
な
森
林
の
保
全
を
図
り
、
も
っ
て
世

界
文
化
遺
産
の
登
録
に
も
寄
与
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（３）平成２４年５月８日 関 東 森 林 管 理 局 第９８号

協定当事者によるシカ被害防止対策の共同作業の様子

ウラジロモミのシステム販売

（くくりワナの設置）

（チップをトラックに積む様子）

（㎥）


